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災害に備える

※�

防
災
訓
練
の
同
報
無
線
は
、
災
害

時
と
同
じ
流
れ
で
放
送
し
ま
す
。

□
あ
ら
か
じ
め
備
え
て
い
た
手
段
で
緊★１急
地
震
速

報
を
確
認
す
る

□
実
際
に
机
の
下
な
ど
危
険
を
避
け
ら
れ
る
場
所

で
、
頭
や
身
を
守
る
行
動
を
と
る

※
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
、
強
い
揺
れ
を
感
知
す
る
と

自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。
無
理

を
し
て
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
と
め
に
行
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

震
源
が
富
士
市
に
近
い
場
合
、
緊
急
地
震
速
報
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
次
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

□
転
倒
し
そ
う
な
家
具
や
家
電
が
な
い
か
確
認
す
る

※
ふ
だ
ん
か
ら
身
を
守
る
行
動
が
と
れ
な
い
ほ
ど
の

強
い
揺
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
家
の
中
を
再
点
検
す

る
ほ
か
、
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
無
料
の
耐
震
診
断

を
受
け
る
（
耐
震
補
強
に
つ
い
て
詳
し
く
は
6

ペ
ー
ジ
参
照
）。

□
津★２波
避
難
対
象
区
域
や
急
傾
斜
地
（
崖
地
）
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
避
難
目
標
地
点
に
避
難
す
る

□
停
電
し
た
想
定
で
通★３
電
火
災
に
備
え
、
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
す

□
家
族
の
安
否
確
認
を
行
う

※
防
災
週
間（
8
月
30
日
〜
9
月
5
日
）中
は
、「
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
1
7
1
）」や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
被
災
地
の
人
の
安
否
確
認
を
行
う「
災
害
用

伝
言
板（
w
e
b
1
7
1
）」の
体
験
利
用
が
で
き
ま
す
。

□
近
所
の
人
と
声
を
か
け
合
う

9月1日（日）

 6月の山形県沖を震源とする地震や、7 月に九州で発生した豪雨など、ことしも
各地で自然災害が発生しています。
こうした災害は決して人ごとではありません。
9 月1日（日）には、南海トラフ地震が突然発生したことを想定し、市内全域を対
象に防災訓練を行います。皆さん一人一人が災害発生時の状況をイメージし、防
災対策を進めるきっかけにしましょう！

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 9月1日（日）
富士市総合防災訓練を実施します

緊
急
地
震
速
報
の

同
報
無
線
放
送

「
訓
練
、
地
震
で
す
。
訓
練
、

地
震
で
す
。
強
い
揺
れ
に
警
戒

し
て
く
だ
さ
い（
繰
り
返
し
）。」

地
震
発
生
の

同
報
無
線
放
送

「
訓
練
、
地
震
発
生
（
繰
り
返

し
）。〈
サ
イ
レ
ン
〉」

大
津
波
警
報
を
発
表
、
津

波
避
難
対
象
区
域
に
避
難

指
示
（
緊
急
）
の
発
令
を

同
報
無
線
放
送

「〈
サ
イ
レ
ン
〉
訓
練
、
大
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
海

岸
付
近
の
方
や
津
波
避
難
対
象

区
域
の
方
は
、
高
台
に
避
難
せ

よ
（
繰
り
返
し
）。」

取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト

地 

震 

発 

生

災害用伝言板（web171）
＼よかった／ ＼無事です／

登録者
災害用

伝言サーバー確認者

問い合わせ／防災危機管理課　☎55-2715　551-2040　Abousai@div.city.fuji.shizuoka.jp

自分の身を守るために、積極的な参加をお願いします
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災害に備える

以降

□
組（
班
）単
位
で
安
否
確
認
を
行
い
、
町
内
会（
区
）の
集
合
場
所
や
本
部
に

連
絡
す
る

□
自
主
防
災
活
動
（
防
災
訓
練
）
に
参
加
す
る

（
訓
練
の
内
容
は
町
内
会（
区
）に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

震
度
情
報
を

同
報
無
線
放
送

「
訓
練
広
報
。
た
だ
今
の
地
震

は
震
度
6
強
で
し
た
。
火
の
元

を
確
認
し
、
火
災
の
発
生
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、今
後

の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
は
広
報
ふ
じ
で
す
。」

各
自
主
防
災
会
で

防
災
訓
練
を
実
施

9
月
1
日
以
外
に
実
施
す
る

町
内
会
（
区
）
も
あ
り
ま
す
。

▲初期消火活動の訓練

▲安否確認訓練の結果を地図にまとめ、
町内の被害状況を把握

用語説明
★ 1　緊急地震速報
地震発生直後に、各地の強い揺れの到達時刻や震

度を予測し、可能な限り素早く知らせるための情報
です。テレビ、スマートフォン、ラジオなどでお知
らせします。
市では、震度 5弱以上の緊

急地震速報を受信した場合、
同報無線（屋外スピーカーや
富士市防災ラジオ）で自動的
に放送します。

★ 2　津波避難対象区域
鈴川本町、鈴川町 3・4・5、依田橋、前田、前

田新田、鮫島、田子、小須、中丸浜、中丸丘、江川
の各町内会（区）の一部です。あらかじめ各自で避
難目標地点を決めておきましょう。

★ 3　通電火災
災害に伴う停電が復旧するときに、漏電などによ

り起こる火災のことです。
市内では発災直後に89％が停電すると想定され
ています。
通電火災を防ぐため、ブレーカーの位置や落とし

方を確認しておき、停電したらブレーカーを落とし
ましょう。また、地震の揺れを感知し、自動的にブ
レーカーを落とす防災グッズなどもあります。

▲富士市防災ラジオ

安
否
確
認
の
方
法
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

さ
ま
ざ
ま
な
自
主
防
災
活
動
の
中
で
、
最
初
に
取

り
組
む
べ
き
こ
と
が
、
住
民
の
「
安
否
確
認
」
で

す
。
防
災
訓
練
の
際
に
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し

な
が
ら
、安
否
確
認
の
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
無
事
な
人
」
が

無
事
を
報
告
し
ま
す

安
否
確
認

の
目
的
は
、

け
が
人
な
ど

の
「
対
応
が

必
要
な
人
」

を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で

す
。
「
無
事

な
人
」
の
報

告
が
集
ま
る

こ
と
で
、
対

応
が
必
要
な

人
が
判
明
し
ま
す
。

※�

「
報
告
が
な
い
＝
対
応
が
必

要
」
と
考
え
ま
す
。

み
ず
か
ら

報
告
に
行
き
ま
す

報
告
は
町
内
の
役
員
な
ど
に

聞
か
れ
る
ま
で
待
つ
の
で
は
な

く
、
み
ず
か
ら
行
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
町
内
全
体
の
情
報

が
迅
速
に
集
約
で
き
、
応
急
対

策
に
早
く
着
手
で
き
ま
す
。
報

告
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

12

組長（班長）など

町内会（区）の住人
（安否未確認）

対応不要
（無事な人）

対応必要
（死亡・ケガ人・要捜索者）

町内会（区）
自主防災会本部

全員無事

個人または
家族単位

被害あり

報
告
が
な
い
人
の

対
応
に
当
た
る

事
前
の
準
備
と
し
て

安
否
確
認
シ
ー
ト
を

作
成
し
ま
し
ょ
う

報
告
先
に
は
、
家
族
構
成
と

そ
の
安
否
や
住
宅
の
被
害
状
況

な
ど
の
報
告
を
し
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
多
く
の
情
報
が
集
ま
る

た
め
、
平
常
時
に
世
帯
構
成
を

ま
と
め
た
名
簿
（
安
否
確
認

シ
ー
ト
）
を
作
成
し
て
お
く
こ

と
で
、
災
害
時
に
迅
速
な
確
認

が
で
き
ま
す
。

安
否
確
認
の
方
法
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】
く
ら
し
と
市

政
→
防
災
・
安
全
安
心
→
防
災
→

自
主
防
災
活
動
→
大
規
模
災
害
発

生
時
の
住
民
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

組長（班長）など

町内会（区）の住人
（安否未確認）

対応不要
（無事な人）

対応必要
（死亡・ケガ人・要捜索者）

町内会（区）
自主防災会本部

全員無事

個人または
家族単位

被害あり

報
告
が
な
い
人
の

対
応
に
当
た
る

3


